
行政情報
　8月 30日から「特別警報」の発表開始
　国土交通省と災害時等の応援協定締結
　自然災害から守るフェニックス住宅再建共済制度
　住宅・土地統計調査
　秋の全国交通安全運動
まちの話題
　子ども会球技大会の結果
　かみかわ夏まつり

表 紙

　千ヶ峰のふもとで味わう山村体験

主 な 内 容
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6～ 7

　神河やまびこ学園（作畑）では、夏休み期間
中「短期（3 泊 4 日）・長期（12 泊 13 日）山村
留学」等の事業を実施しています。
　期間中使用する竹の箸作りに始まり、渓流の
リバートレッキング、千ヶ峰登山、ナイトハイ
キングや飯ごう炊さんなど、自然を相手に多く
のことを学びます。
　夏休み期間中、関西一円から 138 人の子ども
たちが山村体験を味わいました。
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気
象
庁
は
こ
れ
ま
で
、
大
雨
や

津
波
、
高
潮
な
ど
に
よ
り
重
大
な

災
害
の
起
こ
る
お
そ
れ
が
あ
る
時

に
、
警
報
を
発
表
し
て
警
戒
を
呼

び
か
け
て
い
ま
し
た
。
よ
り
甚
だ

し
い
大
雨
や
大
き
な
津
波
等
が
予

想
さ
れ
、
重
大
な
災
害
に
よ
る
危

険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
お

知
ら
せ
し
、
特
別
な
警
戒
を
呼
び

掛
け
る
た
め
に
、
新
た
に
「
特
別

警
報
」
を
発
表
し
ま
す
。
特
別
警

報
の
対
象
と
す
る
現
象
は
「
東
日

本
大
震
災
」
、
我
が
国
の
観
測
史

上
最
高
の
潮
位
を
記
録
し
た
「
伊

勢
湾
台
風
」
の
高
潮
、
紀
伊
半
島

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

「
平
成
23
年
台
風
第
12
号
」
の
豪

雨
等
が
該
当
し
ま
す
。

　

特
別
警
報
が
出
た
場
合
、
お
住

ま
い
の
地
域
は
数
十
年
に
一
度
し

か
な
い
よ
う
な
非
常
に
危
険
な
状

況
に
あ
り
ま
す
。
屋
外
の
状
況
や
、

避
難
指
示
・
勧
告
等
に
留
意
し
、

た
だ
ち
に
命
を
守
る
た
め
の
行
動

を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
大
雨
等
の
被
害
を
防
ぐ

に
は
、
時
間
を
追
っ
て
発
表
さ
れ

る
注
意
報
、
警
報
や
そ
の
他
の
気

象
情
報
を
活
用
し
て
、
早
め
早
め

の
行
動
を
と
る
こ
と
が
自
身
や
家

族
の
命
を
守
り
ま
す
。

　

特
別
警
報
の
詳
細
は
、
気
象
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

気
象
庁
神
戸
海
洋
気
象
台
業
務
課

☎
０
７
８
―
２
２
２
―
８
９
０
７

気象庁ホームページ
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/
　　　tokubetsu-keiho/index.html

　
　

８
月
30
日
か
ら

　
　
　
　
　
『
特
別
警
報
』
の
発
表
を
開
始
し
ま
す

　
　

国
土
交
通
省
と
災
害
時
等
の

　
　

応
援
協
定
を
締
結

　

去
る
７
月
19
日
、「
神
河
町
」

と
「
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備

局
」
は
「
災
害
時
等
の
応
援
に
関

す
る
申
し
合
わ
せ
協
定
」
を
締
結

し
ま
し
た
。

　

神
河
町
で
災
害
が
発
生
し
た
場

合
ま
た
は
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
場

合
に
被
害
の
拡
大
防
止
を
目
的
に

応
援
を
行
い
、
町
民
の
安
全
・
安

心
な
生
活
を
確
保
し
ま
す
。

　

今
後
、
神
河
町
で
大
規
模
な
災

害
が
発
生
し
た
時
に
は
、

①
情
報
の
収
集
・
提
供

②
災
害
に
係
る
専
門
家
の
派
遣　

③
災
害
対
策
用
機
械
等
の
提
供　

④
通
行
規
制
等
の
措
置

　

な
ど
の
応
援
を
受
け
、
災
害
時

の
応
急
対
策
を
迅
速
か
つ
円
滑
に

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

＊
加
入
初
年
度
は
月
額
１
５
０
円

（
上
限
１
，
５
０
０
円
）

共
済
給
付
金

　

住
宅
が
半
壊
以
上
若
し
く
は
床

上
浸
水
の
被
害
を
受
け
た
場
合
、

次
の
金
額
を
給
付

□
全
壊
で
家
財
を
補
修･

購
入
…

50
万
円

□
大
規
模
半
壊
で
家
財
を
補
修
・

　

購
入
…　
　
　
　
　
　

35
万
円

□
半
壊
で
家
財
を
補
修
・
購
入
…

25
万
円

□
床
上
浸
水
で
家
財
を
補
修
・
購

　

入
…　
　
　
　
　
　
　

15
万
円

申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
兵
庫
県
住
宅
再
建

共
済
基
金
へ
。
申
込
書
は
、
県

民
局
、
市
役
所
、
町
役
場
、
郵

便
局
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

（
公
財
）
兵
庫
県
住
宅

　

再
建
共
済
基
金

☎
（
０
７
８
）
３
６
２
―
９
４
０
０

　

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
は
、
兵
庫

県
が
条
例
に
基
づ
い
て
実
施
し
、

あ
ら
ゆ
る
自
然
災
害
に
対
応
す
る

安
全
・
安
心
の
制
度
で
す
。

対
象
災
害　
　

あ
ら
ゆ
る
自
然
災

害
に
対
応
（
暴
風
、
豪
雨
、
豪
雪
、

洪
水
、
高
潮
、
地
震
、
津
波
、
噴

火
な
ど
）

︻
住
宅
再
建
共
済
︼

共
済
負
担
金

　

年
額　
　

５
，
０
０
０
円
／
戸

＊
加
入
初
年
度
は
月
額
５
０
０
円

（
上
限
５
，
０
０
０
円
）

共
済
給
付
金

　

住
宅
が
半
壊
以
上
の
被
害
を
受

　

け
た
場
合
、
次
の
金
額
を
給
付

□
再
建
・
購
入
…　

６
０
０
万
円

□
補
修
…　

全
壊　

２
０
０
万
円

　
　

大
規
模
半
壊　

１
０
０
万
円

　
　
　
　
　

半
壊　
　
　

50
万
円

□
再
建
・
購
入
・
補
修
を
し
な
い

　

場
合
…　
　
　
　
　
　

10
万
円

︻
家
財
再
建
共
済
︼

共
済
負
担
金

　

年
額　
　

１
，
５
０
０
円
／
戸

　
　

自
然
災
害
か
ら
﹁
住
ま
い
﹂
﹁
家
財
﹂

　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
し
て
﹁
地
域
﹂
を
守
る
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

～
兵
庫
県
住
宅
再
建
共
済
制
度
～

フェニックスサポーター

はばタン
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平
成
25
年　

住
宅
・
土
地

統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

◆
10
月
１
日
現
在
で
全
国
一
斉
に

　

行
わ
れ
ま
す

　

こ
の
調
査
は
、
全
国
約
３
５
０

万
世
帯
の
方
々
を
対
象
と
し
た
大

規
模
な
調
査
で
す
。
５
年
ご
と
に

実
施
さ
れ
て
お
り
、
調
査
結
果
は

暮
ら
し
と
住
ま
い
に
関
す
る
計
画

や
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し

て
、
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
神
河
町
の
対
象
地
区

　

越
知
、
山
田
、
中
村
、
貝
野
、

杉
、
鍛
治
、
南
小
田
、
栗

※
こ
の
中
か
ら
、
無
作
為
に
選
ば

れ
る
１
８
６
世
帯
に
調
査
票
が

配
付
さ
れ
ま
す
。

　
◆
調
査
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

９
月
23
日
（
月
）
～

・
対
象
の
世
帯
に
調
査
員
が
伺
い
、

調
査
票
を
お
渡
し
し
ま
す
。

調
査
票
の
配
付　
　
　
　
　
　

・
「
記
入
の
し
か
た
」
を
よ
く
読

み
、
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

10
月
１
日
（
火
）
～

・
調
査
員
が
調
査
票
の
回
収
に
伺

い
ま
す
。

調
査
票
の
回
収　
　
　
　
　
　

・
一
緒
に
配
付
さ
れ
る
封
筒
に
調

査
票
を
入
れ
て
お
渡
し
く
だ
さ

い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
も

可
能
で
す
。
そ
の
際
は
、
「
オ

ン
ラ
イ
ン
調
査
利
用
ガ
イ
ド
」

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

◆ 

主
な
調
査
事
項

①
住
宅
・
敷
地
の
広
さ
や
所
有
の

関
係

②
住
居
し
て
い
る
世
帯
に
関
す
る

こ
と

③
住
ま
い
の
設
備
状
況
や
住
環
境

　

調
査
票
が
配
付
さ
れ
ま
し
た
世

帯
は
、
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

問
合
せ　

総
務
課

☎
３
４
―
０
０
０
１

　
　

年
金
出
張
相
談

　

姫
路
年
金
事
務
所
に
よ
る
年
金

の
出
張
相
談
が
次
と
お
り
開
催
さ

れ
ま
す
。
予
約
制
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
９
月

13
日
（
金
）
ま
で
に
、
住
民
生
活

課
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
当

日
は
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

開
催
日　

９
月
19
日
（
木
）
の
午

　

前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

相
談
会
場　

神
河
町
中
央
公
民
館

　

１
階
リ
ハ
ー
サ
ル
室

持
参
物　

年
金
手
帳
・
年
金
証
書

等
、
基
礎
年
金
番
号
が
確
認
で

き
る
も
の　

認
印　

本
人
確
認

書
類
（
免
許
証
等
）

※
代
理
の
場
合
は
、
委
任
状
と
委

任
さ
れ
た
方
の
本
人
確
認
書
類

（
免
許
証
等
）を
お
持
ち
下
さ
い
。

問
合
せ　

住
民
生
活
課

☎
３
４
―
０
９
６
２

　
　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

９
月
21
日
︵
土
︶
～
30
日
︵
月
︶

　

こ
の
運
動
は
、
ひ
ょ
う
ご
交
通

安
全
憲
章
の
理
念
に
基
づ
き
、
広

く
県
民
に
交
通
安
全
思
想
の
普

及
・
浸
透
を
図
り
、
交
通
ル
ー
ル

の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の

実
践
を
習
慣
づ
け
、
交
通
事
故
防

止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

運
動
基
本
項
目

　

﹁
子
ど
も
と
高
齢
者
の

　
　
　
　
　
　

交
通
事
故
防
止
﹂

　

子
ど
も
と
高
齢
者
自
身
の
交
通

安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も

に
、
一
般
の
運
転
者
、
そ
の
他
の

交
通
参
加
者
の
子
ど
も
と
高
齢
者

に
対
す
る
保
護
意
識
の
醸
成
を
図

り
、
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
を
防
止
す
る
。

重
点
推
進
項
目

○
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防

止
○
全
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着

用
○
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
子
ど
も
や
高
齢

者
を
見
か
け
た
ら
減
速
す
る
な
ど
、

思
い
や
り
の
運
転
に
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
歩
行
者
の
皆
さ
ん
や
自

転
車
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
も
、

し
っ
か
り
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

交
通
安
全
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

兵庫県の交通事故発生状況
　平成25年7月末の兵庫県下における交通事故死
者数は106人（前年同期比＋12人）で、全国ワー
スト2位となっています。
（中播磨地域で17名が交通事故で死亡。）

　　区分 
年　　　 人身事故 死者 傷　者 重　症

平成25年 18,859件 106人 23,239人 1,681人
平成24年 19,021件 94人 23,614人 1,687人
増 減 数 －162件 12人 －375人 －6人
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本
人
通
知
制
度

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
、

「
本
人
通
知
制
度
」
を
開
始
し
て

い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
住
民
票

の
写
し
や
戸
籍
謄
本
な
ど
を
本
人

の
代
理
人
や
第
三
者
に
交
付
し
た

場
合
に
、
町
に
事
前
に
登
録
し
た

人
に
対
し
て
、
交
付
の
事
実
を
通

知
す
る
制
度
で
、
住
民
票
の
写
し

な
ど
の
不
正
請
求
や
不
正
取
得
に

よ
る
個
人
の
権
利
侵
害
の
防
止
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
登
録
者
数
が
多
い
ほ

ど
、
抑
止
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
住
民

生
活
課
ま
た
は
地
域
局
に
て
登
録

の
手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
注
）
本
人
通
知
制
度
は
第
三
者

が
住
民
票
等
を
取
得
す
る
際
、
本

人
の
承
諾
を
と
る
制
度
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

問
合
せ　

住
民
生
活
課

☎
３
４
―
０
９
６
２

　
　

農
地
の
利
用
権
の

　
　
　
　
　
　

設
定
に
つ
い
て

　

遊
休
農
地
の
解
消
対
策
や
農
業

経
営
規
模
拡
大
の
意
欲
と
能
力
の

あ
る
農
家
へ
農
地
の
提
供
が
円
滑

に
行
わ
れ
、
ま
た
農
地
を
貸
し
て

も
期
間
が
終
了
す
れ
ば
確
実
に
農

地
が
返
還
さ
れ
、
離
作
料
の
支
払

い
義
務
も
な
い
な
ど
安
心
し
て
農

地
を
貸
し
借
り
で
き
る
「
農
業
経

営
基
盤
強
化
促
進
法
」
に
基
づ
く

農
地
の
利
用
権
設
定（
賃
借
制
度
）

を
積
極
的
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

︽
貸
し
手
の
メ
リ
ッ
ト
︾

　

貸
し
た
農
地
は
、
期
間
が
来
れ

ば
必
ず
返
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、

再
設
定
を
す
る
こ
と
に
よ
り
継
続

し
て
貸
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
借

り
手
が
耕
作
す
る
こ
と
に
よ
り
、

農
地
の
保
全
が
日
常
的
に
行
わ
れ

ま
す
。

︽
借
り
手
の
メ
リ
ッ
ト
︾

　

農
地
を
買
わ
ず
に
経
営
規
模
を

拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
利

用
権
設
定
期
間
中
は
安
心
し
て
耕

作
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
再
設
定

す
る
こ
と
に
よ
り
継
続
し
て
借
り

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

︽
手
続
き
に
つ
い
て
︾

　

利
用
権
設
定
の
申
請
を
さ
れ
る

方
は
、
賃
借
の
期
間
や
賃
借
料
な

ど
、
貸
し
手
と
借
り
手
双
方
で
条

件
を
十
分
協
議
さ
れ
た
上
で
、
地

域
振
興
課
で
利
用
権
設
定
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

や
む
を
得
な
い
事
情
が
発
生
し

た
場
合
、
契
約
期
間
内
で
あ
っ
て

も
双
方
協
議
さ
れ
た
場
合
、
途
中

解
約
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
利
用
権
設
定
の
期
間
が

満
了
す
る
期
間
が
近
づ
き
ま
し
た

ら
地
域
振
興
課
か
ら
貸
し
手
お
よ

び
借
り
手
双
方
に
期
間
終
了
の
お

知
ら
せ
を
送
付
い
た
し
ま
す
。
利

用
権
設
定
の
申
し
込
み
は
９
月
20

日
ま
で
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

農
業
委
員
会

（
地
域
振
興
課　

農
林
業
係
内
）

☎
３
４
―
０
９
６
０

　
　

み
ん
な
で
町
ぐ
る
み
健
診
を

　
　

受
診
し
ま
し
ょ
う
！！

　

９
月
10
日
㈫
か
ら
、
平
成
25
年

度
後
半
の
町
ぐ
る
み
健
診
が
始
ま

り
ま
す
。

　

４
月
に
全
世
帯
に
お
送
り
し
て

お
り
ま
し
た
申
込
書
に
て
、
既
に

申
し
込
ま
れ
て
い
る
方
は
、
健
診

日
の
７
日
前
ま
で
に
ご
自
宅
に
受

診
票
が
届
き
ま
す
。

　

ま
だ
、
申
し
込
ま
れ
て
い
な
い

方
も
、
受
診
し
て
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、
健
康
福
祉
課
（
☎
３
２
―

２
４
２
１
）ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

会
場　

神
崎
支
庁
舎

受
付
時
間　

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
11
時

※ 

右
記
、
地
区
割
り
は
混
雑
を

避
け
る
た
め
に
し
て
お
り
ま
す
。

で
き
る
だ
け
、
指
定
の
地
区
で

受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

本
年
６
月
、
７
月
に
受
診
予

定
だ
っ
た
方
で
未
受
診
の
方
は
、

健
診
日
（
ご
都
合
の
よ
い
日
）

の
10
時
30
分
～
11
時
の
間
で
受

診
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

自
立
支
援
医
療

︵
精
神
通
院
︶
に
つ
い
て

　

精
神
疾
患
で
通
院
さ
れ
て
い
る

方
の
医
療
費
の
自
己
負
担
を
軽
減

し
ま
す
。

対
象
者

　

精
神
疾
患
に
よ
り
通
院
さ
れ
て

い
る
方

※
入
院
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

内
容

　

医
療
費
の
自
己
負
担
を
原
則
１

割
に
軽
減
し
ま
す　

※
世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
月
額
自

己
負
担
上
限
額
が
設
定
さ
れ
ま

す
。

問
合
せ　

健
康
福
祉
課

☎
３
２
―
２
４
２
１

9月10日㈫ 根宇野・山田

9月12日㈭ 中村・加納

9月13日㈮ 粟賀町・柏尾・寺野

9月25日㈬ 福本・杉

9月26日㈭ 貝野・東柏尾・猪篠

9月27日㈮ 大山・吉冨

区　　分 対　　　　　　象 月額自己負担上限額
生 活 保 護 生活保護世帯 ０円

低 所 得 １ 町民税非課税で通院する人の収入が年間80万円以下 2,500円

低 所 得 ２ 町民税非課税で通院する人の収入が年間80万円越える 5,000円

中間所得１ 町民税（所得割）3万3千円未満 １割負担

中間所得２ 町民税（所得割）3万3千円以上23万5千円未満 １割負担

一定所得以上 町民税（所得割）23万5千円以上 公費負担対象外
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行
政
情
報

　
　

法
ほ
う
て
い
が
い

定
外
公こ
う
き
ょ
う
ぶ
つ

共
物
の
用
途
廃
止
と

買
取
り
手
続
き
に
つ
い
て

　
『
法
定
外
公
共
物
』
と
は
、
道

路
や
河
川
な
ど
の
公
共
物
の
う
ち
、

道
路
法
や
河
川
法
等
の
適
用
を
受

け
な
い
も
の
を
言
い
ま
す
。
一
般

的
に
は
、
里
道
（
赤
線
）・
水
路

（
青
線
）
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
法

務
局
に
備
え
付
け
の
公
図
な
ど
で
、

「
道
」「
水
」
と
表
示
さ
れ
た
り
、

赤
色
や
青
色
で
表
示
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

　

里
道
や
水
路
な
ど
の
法
定
外
公

共
物
の
中
に
は
、
法
務
局
の
公
図

等
に
表
示
さ
れ
て
い
て
も
、
現
況

が
宅
地
や
田
畑
の
一
部
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
機
能
が

失
わ
れ
た
部
分
の
用
途
を
廃
止
す

る
申
請
を
行
っ
た
う
え
で
、
そ
の

部
分
の
買
取
り
手
続
き
を
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
公
的
機
能
が
失
わ
れ
た
場
合

に
限
り
ま
す
。

　

法
定
外
公
共
物
は
以
前
、
国
の

財
産
で
し
た
が
、
市
町
に
譲
与
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
申
請
手
続
き
が

し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
希
望

さ
れ
る
方
は
地
籍
課
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
手
続
き
に
伴
う
測
量
や

土
地
の
登
記
な
ど
に
要
す
る
費
用

は
申
請
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

地
籍
課

☎
３
４
―
０
９
６
５

　
　

公
立
神
崎
総
合
病
院
前

　
　

ロ
ー
タ
リ
ー
等
改
良
工
事

に
つ
い
て

　

公
立
神
崎
総
合
病
院
で
は
、
８

月
中
旬
か
ら
病
院
前
の
ロ
ー
タ
リ

ー
等
改
良
工
事
に
着
手
し
て
い
ま

す
。
こ
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
薬

局
を
院
内
か
ら
院
外
に
す
る
こ
と

か
ら
、
病
院
前
用
地
を
一
部
薬
局

用
地
と
し
て
、
民
間
に
売
渡
し
、

調
剤
薬
局
の
建
設
工
事
に
着
手
さ

れ
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
病
院
前

の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
お
い
て
、
患
者

様
の
利
便
性
、
安
全
性
を
図
る
た

め
、
改
良
工
事
を
行
う
も
の
で
す
。

　

皆
様
に
は
、
工
事
期
間
中
、
診

察
や
お
見
舞
い
等
に
お
越
し
の
際
、

大
変
ご
迷
惑
と
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
何
卒
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
工
事
は
、
平
成
26
年
３

月
20
日
ま
で
か
か
る
予
定
で
す
。

　
　

自
分
の
体
力
年
齢
は

　
　
　
　
　

ご
存
知
で
す
か
？

　

チ
ャ
レ
ン
ジ 

ザ
・
体
力
測
定

				





※
左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
が
、

日
程
が
合
え
ば
ど
ち
ら
の
会
場
で

も
測
定
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。		



◎
そ
の
他

・
両
日
と
も
午
後
７
時
～

・
服
装
等

　

運
動
の
で
き
る
服
装
と
体
育
館

シ
ュ
ー
ズ

・
申
込
み　
　
　

不
要

・
参
加
費　
　
　

無
料

問
合
せ　

教
育
課

　

☎ 

３
４
―
０
２
１
２

　
　

砥
峰
高
原
の

清
掃
作
業
に
つ
い
て

　

町
観
光
協
会
で
は
、
映
画
・
ド

ラ
マ
等
の
ロ
ケ
地
で
あ
る
砥
峰
高

原
の
清
掃
作
業
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

と
き　

９
月
４
日
（
水
）

　

雨
天
時　

９
月
11
日
（
水
）

募
集
人
員　

小
学
生
以
上
先
着
40

　
名
（
事
前
申
込
み
が
必
要
）

集
合
場
所　

町
役
場
本
庁
舎
に
午

　

前
８
時
集
合
（
バ
ス
で
移
動
）

清
掃
箇
所　

砥
峰
高
原
内
１
周

（
約
3.1
ｋ
ｍ
）

持
ち
物　

水
筒
、
雨
具
な
ど
（
弁

　

当
・
記
念
タ
オ
ル
は
配
布
）

問
合
せ　

町
観
光
協
会

☎
３
４
―
１
０
０
１

福
崎
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

　
　
　
　
　
　
　
　

ご
協
力
を
！

　

福
崎
警
察
署
で
は
多
発
傾
向
に

あ
る
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
防
止

す
る
た
め
、
高
齢
者
の
ご
家
庭
を

訪
問
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
高
齢
者

の
外
出
時
間
帯
や
行
く
先
な
ど
、

交
通
事
故
防
止
に
資
す
る
情
報
を

調
査
し
、
こ
の
情
報
を
基
に
、
交

通
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
の
効
果

的
な
指
導
や
、
高
齢
者
が
参
加
し

や
す
い
交
通
安
全
教
室
の
開
催
を

目
指
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

警
察
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

♯
９
１
１
０

　

９
月
11
日
は
、
警
察
相
談
の
日

で
す
。
警
察
で
は
、
犯
罪
被
害

の
未
然
防
止
に
つ
い
て
の
相
談

等
、
住
民
の
安
全
と
平
穏
に
関
す

る
相
談
を
常
時
受
付
け
て
い
ま

す
。
緊
急
の
事
件
や
事
故
以
外
の

相
談
は
、「
１
１
０
番
」
で
は
な

く
、県
警
な
ん
で
も
相
談
電
話「
♯

９
１
１
０
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
で
き
な
い
場
合
は
、
直
通

０
７
８
―
３
６
１
―
２
１
１
０
ま
で
。

開催日 会場 対象ブロック
9月27日 寺前小学校体育館 寺前・小田原・長谷地区

10月18日 神崎体育センター 越知谷・粟賀・大山地区

◎測定内容
共通種目 65歳未満 65歳以上

握力 反復横とび 開眼片足立ち
上体起こし 立ち幅跳び 10ｍ障害物歩行
長座体前屈 20ｍシャトルラン 6分間歩行
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ま ち の

話
題

◇

◇

地域の話題、イベントがありましたら、
総務課（☎ 34 － 0001）までお知らせください。

◇ ◇
梅雨が明けた炎天のなか、子ども会球技大会が 7 月 13 日・14 日にかけて行われました。
各チームは日ごろの練習の成果を発揮し、力一杯がんばりました。

第８回神河町子ども会球技大会

準優勝　吉冨チーム

【第８回神崎郡子ども会球技大会】

　神崎郡子ども会球技大会が7月27日、市川町スポーツセンターで開催されました。神河町から町
の大会で優勝・準優勝したチームが出場しました。神河町のチームは入賞することはできませんで
したが、チーム全員でプレーも応援も力一杯健闘しました。

《ソフトボールの部》
　優　勝　　中村チーム
　準優勝　　吉冨チーム
　第３位　　ＡＴＭチーム、杉・大山チーム

《バレーボールの部》
　優　勝　　山田チーム
　準優勝　　越知谷連合チーム
　第３位　　寺前Ａチーム、Ｋ２チーム

準優勝　越知谷連合チーム

　７月１日の更生保護の日、ＪＲ寺前駅・新野駅・マッ
クスバリュ神河店前で「社会を明るくする運動」街頭啓
発活動が行われ、神崎保護区神河町保護司会と神崎地区
更生保護女性会の方々が、通勤通学中の方に運動に対す
る理解と協力を呼びかけました。
　また、７月11日には市川町文化センターで「第63回社
会を明るくする運動」神崎郡住民大会が開催され、郡内
の各種団体から多くの参加者が集いました。
　「犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカ
ラ」をテーマに、地域の理解と協力を得て共に支えあい、
安全で安心して暮らせる明るい地域づくりを推進してい
くことを確認しました。

◇ ◇
「第 63回　社会を明るくする運動」
　街頭啓発活動と神崎郡住民大会を開催

優　勝　中村チーム 優　勝　山田チーム
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『神河から世界にはばたけ　私たちは忘れない…

神河に東北に元気を』

　8月3日㈯、神崎小学校グラウンドで開催しました
「第8回かみかわ夏まつり」は天候にも恵まれ、昨
年を上回る7,000人を超える大変多くのお客様にお
越しいただき盛大に実施することができました。
　ステージイベントでは、神崎保育園児・神崎高校
生徒による音楽演奏やパワーハウスかみかわ「ダン
スキッズ」によるダンスパフォーマンス、初披露と
なったカーミンダンス、おおかわち太鼓とかんざき
太鼓「桜鼓衆」の合同演奏、2年ぶりに復活した町
民総踊り「炭坑節」などで会場は大いに盛り上がり
ました。
　気仙沼復興支援アンテナショップ「気仙沼まただ
いん」を含めた36の夜店もたいへんな賑わいでした。
　また、花火基金は約1,700口にも達し、仕掛け花
火を含めた1,000発の花火には満足して頂けたこと
と思います。
　最後に、準備や片付け、本番の警備、防犯パトロ
ール、花火基金、出店等町民の皆様お一人お一人が
何らかの形でご協力を頂く夏まつりの開催にあたり、
ご支援・ご協力をいただき、本当にありがとうござ
いました。

かみかわ夏まつり運営委員会

～メインテーマ～

『第８回かみかわ夏まつり』へのご支援・ご協力

本当にありがとうございました
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ケアステーションかんざき　だより
☎ 32－ 1910

　9 月 の 保 健 行 事

　ままごとは男女を問わず子どもたちの大好きな
遊びのひとつです。ケアステステーションかんざ
きでも、包丁にのせたままごとの野菜を反対の手
でおさえながら鍋に入れたり、おたまを使って味
見をしたりしている子どもがいます。ままごとは
普段の生活の復習であると言われています。子ど
もの細かな動作を見ていると、お母さんの様子を
見ている子どもの姿が目に浮かびます。調理の好
きなお母さんの子どもは、やはり、ままごとが大
好きなようです。
　もし、絵を描くことが好きな人が家族の中にい
ると、子どもも自然に絵を描くことが好きになる
のかもしれません。音楽の好きな家族の中では子

実施日 行　事　名 対　象　者 受付時間 場所

6 日
（金）

すくすく相談	
（ 乳 幼 児 相 談）

H24.8 月・Ｈ 25.1 月
　生まれ及び希望者

13：30
～ 14：30 神

崎

支

庁

舎

18 日
（水） 4 歳 児 相 談 H21.7 ～ 9 月生まれ 13：30

 ～ 14：30

24 日
（火）

もぐもぐ教室
（離乳食教室）

H25.5.31 ～
　H25.7.25 月生まれ

13：30
～ 13：40

3 日
（火）

健 康 福 祉	
なんでも相談 一般住民 9：00

 ～ 11：30

親の過ごす楽しい時間と
子どもの成長

　やめたいと思ってもなかなかやめられ
ないのがタバコです。
｢健康によくないのはわかっているが・・」

「やめたい思いはあるが・・」など禁煙
に関心のある方。自分にあった方法を一
緒に考えてみませんか？禁煙外来経験
10 年からなるベテランの先生のお話を
ぜひ聴きにお越しください。

日程　9 月 6 日・20 日・10 月 11 日（金）
講師　松岡クリニック　松岡亮　医師

　　　（第１回目のみ）
時間　19 時～ 20 時 30 分
場所　神崎支庁舎
費用　300 円
定員　25 名
締め切り　9 月 4 日（水）
健康福祉課　☎３２－２４２１

どもは同じように音楽好きに育つでしょう。親自
身が自由な時間を楽しく過ごしていると、子ども
はそれをよく見ています。子どもにとって一番興
味のあるのは、お父さんやお母さんが楽しく過ご
している時間なのかもしれません。
　しかし、中には親とは全く違うものに興味を持
つ子どももいます。同じきょうだいでも違うこと
があります。たとえ家族と違うものに興味を持っ
たとしても、親が楽しんでいる姿を見ていたり、
楽しい雰囲気そのものが子どもの身についていた
りすると、子どもも同じように自由な時間を楽し
むことができるのではないでしょうか。
　大事なことは親の心の中に生活を楽しむゆとり
があることです。親が自由な時間を自ら楽しんで
いるということが、子どもの成長に与える影響は
とても大きいようです。そして、子どもが興味を
示したものに対しては、子どもといっしょに大い
に楽しんでやりたいものです。

9 月 9日は『救急の日』です

禁煙サポート教室

保
健
・
福
祉

　救急医療・業務への正しい理解と認識を深めるため、「救急の日（9 月 9 日）」及び「救急医療週間（9
月 8 日～ 9 月 14 日）」が設定されています。
　ホームページにもお子さんの急病時の対応について「小児救急ガイドブック」を掲載しております。
　いざというときのために、ご確認ください。参考：小児救急電話相談　℡＃ 8000

定期予防接種について
　神河町では、定期予防接種の対象者に対して、個別に案内を
郵送しています。案内が届きましたら内容をご確認頂き、案内
された期間内で体調の良い日に接種していただきますようお願
いします。
　ただし体調不良等により期間内に接種ができない方は、必ず
健康福祉課まで連絡をしてください。
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公立神崎総合病院に聞いてみよう？

　　　　医療に関するあなたの疑問にお答えします

病院ボランティアがあると聞きましたが、どのような活動をされていますか。

現在は、週３日、主に外来での案内と玄関回りの清掃や花壇の手入れを行っています。
　　現在は、毎週、月曜日、火曜日、金曜日の午前中に活動しています。外来での案内業務は、初診

受付時の案内、診察時の各種検査場所への案内、車椅子利用者の介助やお困りの方のお手伝いなど
です。玄関回りの清掃や花壇の手入れは、病院職員と連絡を取りながら植木の剪定や、花苗の植え
替え、草引きなどを行っています。年に一度の病院祭でもスタッフとしてお手伝いしました。

医療の知識や資格もありませんが、活動できますか。

全く問題ありません。
　　ボランティア活動に必要なことは、活動開始前に説明させていただきます。特別な資格も必要あ

りませんので、皆さまの温かいお気持ちをお待ちしています。

ボランティア活動に参加すると少しでも謝礼が出ますか。

申し訳ありませんが、当院のボランティアは無報酬です。
　　ボランティア活動にかかる交通費等も含め、無報酬でお願いしています。空いているお時間を利

用して、地域と病院との橋渡しの役割としての充実感や、奉仕することの喜びを感じていただけれ
ばと思います。

病院ボランティア「すずらんの会」

公立神崎総合病院のコーナー

Q

A

皆様からの質問を次の方法により受付けています。
１．公立神崎総合病院内投書箱（１階ロビーに設置）に投書
２．電子メールで送付（goiken1@kanzaki-hp.jp）
３．郵送（〒 679 － 2493　粟賀町 385 番地　公立神崎総合病院　総務課宛）

Q

A

保
健
・
福
祉

①かぼちゃは一口大に切り、にんじんは飾り切り。
②オクラはゆでて水気をきる。
③鍋に昆布巻き、にんじん、かぼちゃ、ひたひたの八方だしを入れて

煮立てて、落とし蓋をし弱火で10分ほど煮たら、オクラを入れ、火
からおろして味を含ませる。

④汁気をきって器に盛り、煮汁をかける。
（メンズクッキング教室レシピより）

・昆布巻き（乾燥）　　　２個
・かぼちゃ　　　　　　　60ｇ
・にんじん　　　　　　　20ｇ
・オクラ（いんげん）　　２本
　八方だし　　適量（ひたひた）

八方だし
　　だし汁（かつお）　１．３㍑
　　砂糖　　　　　　大さじ３　
　　しょうゆ（薄口）　　50ml
　　塩　　　　　　　小さじ１
火にかけ、ひと煮立ち後、火を
止める。（ぐらぐら煮立てない）
冷蔵庫で常備しておくと便利！

～毎日プラス一皿の野菜～

（副菜）野菜の煮物盛り合わせ（2人分）

（1/2の栄養価）
エネルギー　	 50kcal
たんぱく質　	 1.5g 
塩　分　　　　　  0.6g

国循のかるしおレシピのポイント
・減塩でなく素材の味を生かす
　　　　　　「かるしお」でおいしく
・だし汁や八方だしを上手に使う
・量ることを習慣にしよう
　　　　　　（目分量では使いすぎる）
・分量にあった鍋を使おう（小鍋が便利）

｛Ａ

Q

A

9月は健康増進・食生活改善普及月間
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国保だより

9月
ロビー展

中央公民館

あやめ学級色えんぴつ画クラブ

神崎公民館

ささゆりの会　パッチワーク作品展

公 民 館 だ よ り 中央公民館　☎３４ー１４５０
神崎公民館　☎３２ー１６８１

神河町文化協会映画会のお知らせ

　

第８回　神河町美術展

あ や め 学 級 　　　　　　　会場：中央公民館
月　日 時　間 内　　　　　容

9 月 12 日㈭

10：20 ～
　11：50

教養講座　⑤
「人生色々生き方十色」
　健康生きがいづくりアドバイザー
　　　　　黒崎　輝美　先生

13：00 ～
　15：00

趣味講座　④
（俳句・短歌・民謡・園芸・
コーラス・色えんぴつ画）

あじさい学級 　　　　　　　会場：神崎公民館
月　日 時　間 内　　　　　容

9 月 19 日㈭

10：00 ～
　11：30

教養講座　⑤
「ぼけたらあかん長生きしなはれ」
　　　　　破盤神社宮司
　　　　　　田中　千秋　氏

13：00 ～
　15：00

趣味講座　④
（書道・民謡踊り・茶道・華道・
歌謡・野の花・園芸・グラウ
ンドゴルフ）

教　室　名 月　　　日 時　間

英会話教室（初級）
9月 5日㈭　⑤

19：30～
9月19日㈭　⑥

パソコン教室（初級） 9月28日㈯　⑦ 10：00～

教　室　名 月　　　日 時　間

古文書教室
（初級）

9月 6日㈮　⑦ 10：00～

9月20日㈮　⑧館外研修

会場：神崎公民館公 民 館 教 室 （成人対象）会場：中央公民館公 民 館 教 室 （成人対象）

日　時　9月 6日㈮～ 8日㈰
　　　午前９時～午後７時（最終日は午後4時まで）
場　所　神崎公民館・神崎体育センター
《審査員》
日本画　山田美耶子（県日本画家連盟理事長）
洋　画　知念　正文（県美術家同盟代表・二紀会会員）
　書　　牛丸　好一（県書作家協会理事長・

神戸新聞習字紙上展選者）
写　真　森井　禎紹（日本写真家協会会員・

二科会写真部常任理事）
彫塑工芸　津野　充聡（県彫刻家連盟会長・

一陽会彫刻部委員）
＊皆様の要望で夕方7時まで開館しております。

是非おそろいで鑑賞にお越しください。

作品名	『だいじょうぶ３組』
　～ボクらの教室に、手も足もない先生がやって来た～

場　所　中央公民館　グリンデルホール	
日　時　10月5日（土）
　　　　①14：30開場　15：00上映
　　　　②18：00開場　18：30上映
入場料　大人（高校生以上）前売券800円
　　　　当日券1000円　中学生以下無料		
◎前売券取扱所：中央公民館・神崎公民館
　　　　　　　　神崎支庁舎・センター長谷

（前売り券：好評発売中・電話予約は両公民館へ）
出　演　国分太一、乙武洋匡
　　　　榮倉奈々、三宅弘城　他
主　催　神河町文化協会
後　援　神河町・神河町教育委員会

月　　日 時間 内　　　　容

9 月 21 日㈯ 13：30 ～
　15：00

「神河町の山城」　⑤
　　古今往来同好会
　　喜多宏高・喜多泰章　氏

会場：神崎公民館成人ゼミナール 

尾﨑学芸員の七夕の話

教　室　名 月　　　日 時　間
子ども茶道教室 9月14日㈯　③ 10：00～

会場：中央公民館公 民 館 教 室 （子ども教室）

月　　日 内　　　　容
9 月 26 日㈭ 鳥取・妻木晩田遺跡見学　水木しげる記念館

高齢者大学　あやめ学級・あじさい学級　合同館外研修

町地域包括支援センターの話

三木氏青年海外協力隊の話 認知症の劇

昨年の様子
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【神崎公民館】
第四権力　スキャンダラス・テレビジョン　　

　　　　　　　　　   　　　高杉　　良
正義をふりかざす君へ	 真保　裕一
泣き童子	 宮部みゆき
教場	 長岡　弘樹
キアズマ	 近藤　史恵
ランチのアッコちゃん	 柚木　麻子
正義のセ　3	 阿川佐和子
いつやるか？今でしょ！
　今すぐできる45の自分改造術 ！	 林　　　修

他8冊

新着図書のご案内
【中央公民館】　　　　　
世界地図の下書き	 朝井リョウ
ホテルローヤル	 桜木　紫乃
想像ラジオ	 いとうせいこう
太宰治賞2013	 筑摩書房編集部　編
ドミノ倒し	 貫井　徳郎
月下上海	 山口恵以子
月神	 葉室　　麟
千両かんばん	 山本　一力
たぶんねこ	 畠中　　恵
爪と目	 藤野　可織

	 他12冊

あ
や
め
学
級
「
俳
句
ク
ラ
ブ
」　

捨
難
き
物
の
ひ
と
つ
や
か
ご
枕　
　
　
　
　
　

浅
田　

咲
子

手
か
ら
手
と
色
分
ち
あ
ふ
さ
く
ら
ん
ぼ　
　
　

上
野　

綾
子

雨
あ
が
り
虹
の
流
れ
に
カ
メ
ラ
か
な　
　
　
　

助
友　

昌
子

や
つ
と
梅
雨
湿
り
開
く
婦
人
公
論　
　
　
　
　

藤
原　

彰
子

七
夕
の
願
に
婆
の
長
生
き
を　
　
　
　
　
　
　

藤
原
よ
し
子

は
し
や
ぐ
子
や
七
夕
笹
の
揺
れ
て
を
り　
　
　

中
島
富
久
代

あ
や
め
学
級
「
短
歌
ク
ラ
ブ
」　　

雨
あ
が
り
の
あ
じ
さ
い
寺
に
詣
で
た
り

　
　

優
し
い
色
に
心
安
ま
る　
　
　
　
　
　
　

佐
想　

克
代

山
寺
の
庭
に
ポ
ト
リ
と
落
ち
て
く
る

　
　

沙
羅
の
ま
白
き
花
の
は
か
な
さ　
　
　
　

岸
口　
　

操

次
つ
ぎ
に
五
羽
の
つ
ば
く
ろ
巣
立
ち
た
り　
　
　
　
　
　
　

　
　

土
に
藁
混
じ
る
空
巣
見
上
げ
る　
　
　
　

鉢
木　

慶
子

孫
の
か
く
我
の
似
顔
絵
画
用
紙
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

は
み
出
す
ほ
ど
の
笑
い
顔
な
り　
　
　
　

村
川　

和
子

梅
雨
な
れ
ど
晴
天
つ
づ
き
水
か
け
に

　
　

追
わ
れ
ど
草
は
大
き
く
な
り
ぬ　
　
　
　

古
川　

雍
子

朝
早
く
涼
し
い
時
に
と
草
引
き
す　

　
　

ぶ
と
と
た
た
か
う
こ
れ
も
つ
ら
か
ね　
　

戸
田
加
代
子

山
蕗
を
溜
ま
り
醤
油
で
煮
込
み
た
り

　
　

厨
に
広
が
る
佃
煮
の
香
り　
　
　
　
　
　

本
田
ふ
さ
ゑ

く
ち
な
し
句
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

打
ち
合
せ
し
た
ご
と
止
み
し
蝉
し
ぐ
れ　
　
　

竹
西　

教
子

狂
お
し
い
程
に
鳴
く
蝉
今
日
を
生
き　
　
　
　

中
島　

恵
子

寄
り
添
へ
る
羅
漢
石
仏
蝉
の
声　
　
　
　
　
　

長
谷
川
素
山

兄
の
忌
に
僧
侶
と
蝉
の
唱
和
か
な　
　
　
　
　

松
本
や
ゑ
子

蝉
し
ぐ
れ
老
の
一
日
始
ま
り
ぬ　
　
　
　
　
　

山
名
き
く
ゑ

初
蝉
や
よ
う
や
く
晴
れ
し
夕
に
鳴
く　
　
　
　

小
林　

厚
子

あ
じ
さ
い
短
歌
会

新
し
き
仕
事
に
就
い
て
再
挑
戦

　
　

気
力
と
体
力
で
半
年
の
過
ぐ　
　
　
　
　

藤
原　

久
美

産
卵
の
し
お
か
ら
と
ん
ぼ
捕
り
損
ね

　
　

ま
ば
た
き
ひ
と
つ
殿
様
蛙　
　
　
　
　
　

藤
原　

昭
夫

雨
降
り
て
紫
陽
花
は
生
き
生
き
よ
み
が
え
り

　
　

咲
き
そ
ろ
い
た
り
ピ
ン
ク
に
青
と　
　
　

澤
田　

幸
江

久
方
の
梅
雨
の
晴
れ
間
は
片
付
け
も
し
た
い
が

　
　

男
孫
の
バ
ス
ケ
の
応
援　
　
　
　
　
　
　

佐
想　

京
子

梅
雨
さ
め
の
雫
は
若
葉
を
そ
よ
が
せ
て
ひ
そ
か
に

　
　

ド
レ
ミ
フ
ァ
奏
で
て
お
り
ぬ　
　
　
　
　

綾
部
百
合
子

文　芸　欄

　突然の事故で両親を亡くし、「青葉おひさまの
家」で暮らすことになった小学生の太輔。悲しみ
でしばらく心を閉ざしていたが、同じ部屋の仲間
たちのおかげで少しずつ打ち解けていく。とくに
お母さんのように優しい高校生の佐緒里は、みん
なにとって特別な存在。施設を卒業する佐緒里の
ため、４人の子どもたちは、ランタンに願い事を
託して空に飛ばす「蛍祭り」を復活させようと、
作戦を立てはじめる…。直木賞受賞後第一作！

　行政・立法・司法の三権を時として凌駕する力
を持つ「報道」。中でも最大の影響力を誇るテレ
ビ業界で、かつて新機軸となる“ニュースショー”
を立ち上げ、急成長を果たしたテレビ東日。親会
社である新聞社からの天下りではない、初のプロ
パー社長最有力候補は、“ダーティＳ”の異名で
呼ばれるいわくつきの人物だった。社長交代の軋
轢に巻き込まれた経営企画部員・藤井靖夫は、広
報局長の堤杏子と連携して、人望篤い木戸常務を
担ぎ出そうとするが―。巨大メディアの奥深くに
光を当てる、衝撃的長編小説。

第四権力
スキャンダラス・テレビジョン

　　　　　著　者　　高杉　良　
　　　　　発行所　　講談社

世界地図の下書き
　　　　著　者　朝井　リョウ
　　　　発行所　集英社

おすすめ図書 （中央公民館） （神崎公民館）
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問い合わせ　おひさまルーム　☎ 34 － 0315　
利用時間：10 時～ 16 時（土・日・祝日は休み）

子育
て学習センター

場　所 日（曜日） 持ち物

きらきら館 18 日（水）
お茶
汗拭きタオル
バスタオル（ねんね）

あんよコース　10：00 ～ 10：55
ねんねコース　11：05 ～ 12：00

【すくすく赤ちゃん体操】

おひさま

対　象 内　　　　　容 日（曜日） 場　所

0 歳児 お母さんと赤ちゃんの
　　友だちつくり

11 日（水）
きらきら館

25 日（水）

１
歳
児

ひ
ま
わ
り

みんなであそぼう 3 日（火）きらきら館

親子であそぼう 17 日（火）きらきら館

さ
く
ら
ん
ぼ

みんなであそぼう 10 日（火）きらきら館

親子であそぼう 24 日（火）きらきら館

２
歳
児

ぶ
ど
う

みんなであそぼう 12 日（木）神崎体育センター

運動会の準備 26 日（木）きらきら館

バ
ナ
ナ

体を動かそう 13 日（金）神崎体育センター

運動会の準備 27 日（金）きらきら館

3 歳児
元気にあそぼう 5 日（木）きらきら館

運動会の準備をしよう 19 日（木）きらきら館

自由参加
おひさま広場 4 日（水）きらきら館

みんなであそぼう（要申込み）10 月 11 日㈮ 大河内保健福祉センター

～おひさまルームに遊びにきてね～

ところ　大河内保健福祉センターの２階
と　き　10：00 ～ 16：00（月～金）
※子どもが大好きな玩具・絵本がいっぱいです。
　子育て相談も受け付けています。
　子育て中の方ならどなたでも参加できますので、
　お気軽に遊びにおこしください。

※グループ活動は途中入会もできます。

《おひさまタイムでおもちゃを作ったよ》

《タオルで作ったお誕生ケーキ》

きらき
ら館だより　

　

　　　　　　　　　
　　

～おひさま広場～
と　き　9 月 4 日（水）　10：00 ～ 11：30
ところ　きらきら館
対　象　子育て中の保護者と子ども。グループ活
　　　　動に入られていない方も参加できます。
　　　　（おじいさん・おばあさんもお孫さんと
　　　　一緒にどうぞ）
内　容　たくさんのおもちゃで自由に遊べます。
　　　　子育ての相談も受け付けています。
参加費　無料

～みんなであそぼう～
と　き　10 月 11 日（金）
　　　　　　　10：00 ～ 11：30
ところ　大河内保健福祉センター
　　　　　　　　　　　2 階大ホール
対　象　子育て中の保護者と子ども。
　　　　グループ活動に入られていない
　　　　方も参加できます。
　　　　（おじいさん・おばあさんも　
　　　　　　お孫さんと一緒にどうぞ）
内　容　人形劇とわらべうたあそび
参加費　無料　　　
持ち物　お茶
　＊申込みは、おひさままで。

【グループ活動】 時間　10：00 ～ 11：30
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子育
て学習センターサークル紹介（神崎公民館）

着付け同好会

問い合わせ　きらきら館☎32－2410

　タンスに眠っている着物や帯に、光と風を当てて
みませんか。
　このサークルは、神崎公民館が建ってからずっと
活動を続けてきましたから、もう30数年になりま
す。毎週水曜日にサークルを開いておりますが、ご
都合のつく日だけでもかまいません。みんなと同じ
ことをするのでなくても、自分の練習したいものだ
けでもいいのです。お互いに教えたり、教えられた
り、和気あいあいと練習しています。
　神崎公民館１階の和室へ、ぜひ一度お越しくださ
い。
　活動日　　毎週水曜日
　時　間　　午前10時～11時
　場　所　　神崎公民館　１階　和室
　指導者　　細岡　惠子　
　代表者　　細岡　惠子　☎３２－０５５３

開 館 時 間　9：00 ～ 17：00
休 館 日　月曜日

★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　

★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★
　
★
　
★
　
★
　★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　

★
　
★
　
★
　
★
　★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

きらき
ら館だより　

　

　　　　　　　　　
　　

問い合わせ　神崎公民館　☎３２－１６８１

あおぞら図書館（巡回）

9月 12日（木）長谷～川上 方面
9月 28日（土）吉冨～猪篠 方面
　きらきら館の本を持って、午前９時から 12
時の間にみなさんの地域へ出かけます。
　車で巡回していますので、お気軽に声をか
けてくだされば停車し、貸出します。
　様々な本を用意していますので、ぜひご利
用ください。

『
播
磨
国
風
土
記
』

絵
本
「
か
み
さ
ま
の
が
ま
ん
く
ら
べ
」

神
河
町
の
歴
史
文
化
遺
産　

88

子どもたちへ読み聞かせの様子

　

奈
良
時
代
に
日
本
最
古
の
地
誌
『
風ふ

ど

き
土
記
』
が
編
纂
さ
れ
今
年

で
１
３
０
０
年
に
な
る
こ
と
は
、
前
に
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

『
播
磨
国
風
土
記
』
で
は
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
神
河
町
に

「
大
汝
命
（
お
お
な
む
ち
の
み
こ
と
）
と
小
比
古
尼
命
（
す
く
な

ひ
こ
ね
の
み
こ
と
）
と
い
う
二
人
の
神
さ
ま
が
、
国
つ
く
り
に
や

っ
て
く
る
時
に
「
ウ
ン
コ
を
し
な
い
で
行
く
の
と
重
い
粘
土
の
か

た
ま
り
を
担
い
で
行
く
の
で
は
ど
ち
ら
が
遠
く
ま
で
行
け
る
だ
ろ

う
か
」
と
我
慢
比
べ
を
し
た
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
お
話
を
大
型
絵
本
に
し
ま
し
た
。
10
月
26
日
に
は
福
本
遺

跡
で
大
型
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。
詳
し
く
は
10
月
号
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

おはなしなあに？

9月 14日（土）　10：00～
・季節の本の読み聞かせ

「きらきら七夕会」
の様子
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中
播
磨
地
域
活
動
交
流
メ
ッ
セ

　

地
域
づ
く
り
活
動
発
表
や
講
演

会
な
ど
、
住
民
同
士
の
交
流
の
場

と
な
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と
き　

９
月
14
日
㈯
10
時
～
16
時

と
こ
ろ　

福
崎
町
エ
ル
デ
ホ
ー
ル

〇
地
域
づ
く
り
講
演
会

　

講
師　

本
山
一
城
氏

（
歴
史
研
究
家
）

　
「
官
兵
衛
に
学
ぶ
国
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
、
人
づ
く
り
」

〇
子
育
て
支
援
講
演
会

　

講
師　

い
ち
の
せ
か
つ
み
氏

（
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

　
「
爆
笑
！
子
ど
も
は
お
金
が
好

　

き
や
ね
ん
！
今
、
金
銭
教
育
が

　

必
要
な
わ
け
」

○
流
し
そ
う
め
ん
な
ど
の
多
数
の

グ
ル
メ
テ
ン
ト

〇
万
華
鏡
づ
く
り
な
ど
の
多
数
の

体
験
コ
ー
ナ
ー

〇
福
崎
高
校
吹
奏
楽
部
、
ギ
タ
ー

マ
ン
ド
リ
ン
部
な
ど
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

〇
忍
者
サ
ー
キ
ッ
ト
や
水
遊
び
な

ど
の
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー　

な
ど

主
催　

中
播
磨
県
民
局
ほ
か

問
合
せ
先

　

中
播
磨
県
民
局
県
民
室
県
民
課

☎
（
０
７
９
）
２
８
１
―
９
１
９
７

神
河
町
身
体
障
害
者
交
流
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
と
会
員
募
集

　

神
河
町
身
体
障
害
者
福
祉
会
で

は
、
第
８
回
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
と
も
に
交

流
し
、
生
き
が
い
を
み
い
だ
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

と
き　

９
月
30
日
㈪

午
前
９
時
か
ら
12
時
頃

と
こ
ろ　

グ
リ
ー
ン
エ
コ
ー
笠
形

野
球
場

　
（
雨
天
時
、
グ
リ
ー
ン
エ
コ
ー

体
育
館
に
て
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大

会
）

対
象
者　

神
河
町
に
居
住
さ
れ
る

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
及
び
そ
の
家
族
の
方

参
加
費　

無
料

申
し
込
み　

９
月
13
日
㈮
ま
で

　

ま
た
、
神
河
町
身
体
障
害
者
福

祉
会
で
は
、
は
に
お
か
運
動
公
園

で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
定
期
練

習
を
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

身
障
福
祉
会
の
会
員
に
な
ら
れ

て
い
な
い
方
で
も
、
町
内
在
住
の

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

は
、
身
障
福
祉
会
の
会
員
に
な
れ

ま
す
の
で
、
関
心
の
あ
る
方
は
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

練
習
時
間　

毎
週
水
曜
日

　

午
前
９
時
か
ら
11
時
（
雨
天
の

場
合
は
中
止
）

練
習
場
所　

は
に
お
か
運
動
公
園

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

年
会
費　

５
０
０
円　
　

問
合
せ　

神
崎
支
庁
舎
内

　

身
体
障
害
者
福
祉
会
事
務
局　

☎
３
２
―
２
４
２
１

子
ど
も
た
ち
の

　
　
　

健
や
か
な
育
ち
の
場
に

　

～
あ
な
た
も
里
親
に
～

　

子
ど
も
が
、
心
身
と
も
に
健
や

か
に
成
長
し
て
い
く
た
め
に
は
、

温
か
い
家
庭
が
大
切
で
す
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
で
自
分
の
家
庭
で

暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
を
自
分

の
家
庭
に
引
き
取
っ
て
、
深
い
愛

情
と
ま
ご
こ
ろ
を
込
め
て
養
育
す

る｢

里
親
制
度｣

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
里
親
に
な
っ
て
い
た
だ
け

る
方
を
募
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

希
望
さ
れ
る
方
は
「
姫
路
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
」
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
は
、

里
親
さ
ん
の
お
世
話
や
子
育
て
の

支
援
、
里
親
手
当
等
の
支
払
い
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ

　

姫
路
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　
姫
路
市
新
在
家
本
町
１
―
１
―
５
８

☎
（
０
７
９
）
２
９
７
―
１
２
６
１

く ら し
の

情 報

く ら し
の

情 報
本　庁
総務課　　　　　34 － 0001
議会事務局　　　34 － 0213
地域振興課
　地域振興係　　34 － 0185
　商工観光係　　34 － 0971
　農林業係　　　34 － 0960
教育課　　　　　34 － 0212
住民生活課　　　34 － 0962
税務課　　　　　34 － 0961
建設課　　　　　34 － 0964
上下水道課　　　34 － 0966
会計課　　　　　34 － 0968
神崎支庁舎
　地域局　　　　32 － 1222
　健康福祉課　　32 － 2421
ケーブルテレビ局舎
　情報センター　32 － 2752
大河内保健福祉センター
　地籍課　　　　34 － 0965
公民館
　中央公民館　　34 － 1450
　神崎公民館　　32 － 1681
センター長谷　　35 － 0001

　男　　5,842 人　 （－  4）
　女　　6,544 人　 （－  6）
　計　 12,386 人　 （－ 10）
世帯数　4,123 世帯（－  4）

人 の 動 き

※ 2013 年 7 月 31 日現在外国人も含む
　（　）は前月比
　転入　17 人
　出生　  5 人

転出　11 人
死亡　21 人

※ 2013 年 7 月中の異動

平
成
26
年
度　

兵
庫
県
立
障
害
者

高
等
技
術
専
門
学
院
の
学
院
生
を
募
集

対
象
者　

身
体
等
に
障
害
の
あ
る

求
職
者
等

募
集
科
目
︵
期
間
１
年
︶

　

も
の
づ
く
り
科
・
ビ
ジ
ネ
ス
事

務
科
・
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン

科
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
科

定
員　

各
科
と
も
10
名

募
集
期
間　

10
月
１
日
（
火
）

～
10
月
29
日
（
火
）

選
考
日　

11
月
７
日
（
木
）

選
考
方
法　

学
力
（
国
語
・
数
学
）

　

義
務
教
育
修
了
程
度
、
作
業
機

　

能
検
査
・
面
接
、
身
体
検
査
書

応
募
方
法　

姫
路
公
共
職
業
安
定

所
で
必
ず
ご
相
談
の
う
え
、
応

募
書
類
を
提
出
く
だ
さ
い
。

※
応
募
書
類
は
、
姫
路
公
共
職
業

安
定
所
に
あ
り
ま
す
。

授
業
料　

無
料
（
教
科
書
代
・
検

定
受
験
料
等
の
諸
経
費
は
自
己

負
担
）

問
合
せ　

兵
庫
県
立
障
害
者
高
等

技
術
専
門
学
院　

　

神
戸
市
西
区
曙
町
１
０
７
０

☎
（
０
７
８
）
９
２
７
―
３
２
３
０

Fax
（
０
７
８
）
９
２
８
―
５
５
１
２

　

イ
ベ
ン
ト

　

募　

集　
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く
ら
し
の
通
信
講
座

﹁
消
費
者
力
ア
ッ
プ
講
座
﹂

　
　
　
　
　
　
　

受
講
生
募
集

　

兵
庫
県
中
播
磨
消
費
生
活
創
造

セ
ン
タ
ー
で
は
、
く
ら
し
に
関
係

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
つ
い

て
知
識
を
深
め
る
通
信
制
の
講
座

受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
毎

月
自
宅
に
テ
キ
ス
ト
が
届
き
、
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
学
習
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
受
講
い
た
だ
き
、
消
費

者
力
ア
ッ
プ
を
め
ざ
し
て
く
だ
さ

い
。

実
施
期
間　

９
月
～
来
年
２
月

実
施
方
法　

テ
キ
ス
ト
に
よ
る

家
庭
学
習
（
解
答
を
中
播
磨
消

費
生
活
創
造
セ
ン
タ
ー
あ
て
提

出
）　　
　
　
　
　
　
　

 

５
回

　

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
姫
路
総
合

庁
舎
内　

中
播
磨
消
費
生
活
創

造
セ
ン
タ
ー
）　　
　
　

 

１
回

対
象　

姫
路
市
・
神
崎
郡
に
在
住
、

在
勤
、
在
学
の
方　

50
名
程
度

受
講
料　

無
料
。

修
了
証　

解
答
用
紙
を
４
回
以
上

提
出
さ
れ
た
方
に
、
修
了
証
を

交
付
し
ま
す
。

申
込
方
法　

任
意
の
用
紙
に
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話
、

E-m
ail

ア
ド
レ
ス
を
記
入
し
、

通
信
費
（
２
０
０
円
切
手
、
５

枚
）
を
同
封
し
９
月
５
日
㈭
ま

で
に
左
記
へ
郵
送
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

中
播
磨
消
費
生
活
創
造
セ
ン
タ
ー

　
「
く
ら
し
の
通
信
講
座
」
担
当

　
〒
６
７
０
―
０
９
４
７

　

姫
路
市
北
条
１
丁
目
98
番
地

　

兵
庫
県
姫
路
総
合
庁
舎
２
階

☎
（
０
７
９
）
２
８
１
―
９
６
０
１

Fax
（
０
７
９
）
２
８
１
―
６
０
２
５

　

E-m
ail

nkh_shohi@
pref.hyogo.lg.jp

ひ
ょ
う
ご
地
域
安
全

　
　

Ｓ
Ｏ
Ｓ
キ
ャ
ッ
チ
電
話
相
談

　

日
常
生
活
の
中
で
異
変
を
察
知

し
た
際
に
、
匿
名
で
も
気
軽
に
通

報
で
き
る
電
話
相
談
窓
口
と
し

て
、
兵
庫
県
と
兵
庫
県
警
察
に
よ

り
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
に
応
じ
て
県
・
市
町
専
門

相
談
機
関
や
警
察
な
ど
に
迅
速
・

適
切
に
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
り
、
事

件
等
の
未
然
防
止
や
早
期
発
見
を

図
り
ま
す
。

〔
電
話
相
談
〕

（
０
７
８
）
３
４
１
―
１
３
２
４

（
い
ざ
ツ
ー
ホ
ー
）

〔
開
設
日
時
〕
月
～
金
曜
日

　

９
：
０
０
～
16
：
０
０

　
（
祝
日
、
12
／
29

～
1
／
3
を
除
く
）

　

＊
電
話
相
談
の
み
で
す
。

ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
出
張
相
談
会

　

神
河
町
・
市
川
町
・
福
崎
町
在

住
で
、
働
く
自
信
が
な
い
な
ど
の

悩
み
を
抱
え
て
い
る
ニ
ー
ト
や
ひ

き
こ
も
り
の
15
か
ら
39
歳
ま
で
の

若
者
や
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
出

張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

９
月
27
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

午
後
３
時
30
分
～

各
１
名
ず
つ
【
予
約
制
】

と
こ
ろ　

市
川
町
就
業
改
善
セ
ン

タ
ー
２
階
会
議
室
（
市
川
町
役

場
南
側
）

相
談
員　

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト

申
込
締
切　

９
月
20
日
（
金
）

主
催
・
共
催　

ひ
め
じ
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
神
河
町
・

市
川
町
・
福
崎
町

申
込
・
問
合
せ
先　

市
川
町
役
場

総
務
課　

☎
２
６
―
１
０
１
０

﹁
法
務
局
休
日
相
談
会
﹂
及
び

　
　
　
　
﹁
無
料
登
記
相
談
会
﹂

　

法
務
省
で
は
、全
国
一
斉
に「
法

務
局
休
日
相
談
会
」
及
び
「
無
料

登
記
相
談
会
」
を
開
設
し
、登
記
、

戸
籍
・
国
籍
、
供
託
、
人
権
な
ど

に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
相
談
ご
希
望
の

方
は
、ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
登
記
申
請
や
証
明
書
の
取

得
は
で
き
ま
せ
ん
。

と
き　

10
月
６
日
（
日
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

と
こ
ろ　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
姫
路
リ

バ
ー
シ
テ
ィ
（
１
階
タ
ワ
ー
ガ

ー
デ
ン
）

そ
の
他　

相
談
無
料
。
事
前
予
約

不
可
。

問
合
せ　

神
戸
地
方
法
務
局
姫
路

支
局
総
務
課

☎
（
０
７
９
）
２
２
５
―
１
９
２
６

　

相　

談

内容
回 月 学　習　テ　ー　マ 執　　筆　　者
１ ９ 悪質商法の被害にあわないための法律知識 弁護士　　曽我　智史氏
２ 10 成年後見制度の概要とその活用方法 司法書士　常峰　智子氏
３ 11 食の安全～知っています？食品添加物～ 武庫川女子大学教授　松浦　寿喜氏

４ 12 安心の住まいづくり
～工事トラブルを防ぐために～

（公財）兵庫県住宅建築総合センター
ひょうご住まいサポートセンター

５ １ 省資源・省エネから見たごみの発生抑制とリ
サイクル

NPO法人ごみじゃぱん事務局長
　　　　　　　　　　小島　理沙氏

６ ２ スクリーニング（テーマ：未定）閉講式 （講師：未定）

夜
間
法
律
相
談

　

兵
庫
県
弁
護
士
会
で
は
、
弁
護

士
と
精
神
保
健
福
祉
士
に
よ
る
無

料
電
話
相
談
（
多
重
債
務
、
解
雇

・
雇
い
止
め
、
生
活
保
護
受
給
に

関
わ
る
問
題
、
家
庭
や
職
場
で
の

ト
ラ
ブ
ル
等
）
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
相
談
は
、
毎
月
第
２
・
４
日

曜
日
の
午
後
５
時
か
ら
午
後
９
時

ま
で
で
予
約
も
不
要
で
す
。
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

☎
（
０
７
８
）
３
４
１
―
９
６
０
０

（
相
談
日
の
み
の
特
設
電
話
）
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神河町役場　所在地：〒 679 － 3116 兵庫県神崎郡神河町寺前 64

TEL：0790 － 34－0001　FAX：0790－34－0691（代表）　代表メールアドレス　info@town.kamikawa.hyogo.jp

SUN（日） MON（月） TUE（火） WED（水） THU（木） FRI（金） SAT（土）

◦人権教室
　10：00 ～川上

◦人権をたしか
　める日

◦人権教室
　19：30 ～　渕

◦英会話教室
　（初級）
　19：30 ～ 中公

◦人権教室
　19：30 ～大畑

◦町美術展
　9：00 ～ 19：00

神公

6

8

7

9 10 11 12 13

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 2827

29 30

4321 5

9 月くらしのカレンダー

◦人権教室
　13：30 ～貝野

◦中学校
　　　体育大会

◦町美術展
　9：00 ～ 19：00

神公
◦古文書教室
　（初級）

10：00～神公

◦すくすく相談
13：30 ～ 神支

◦子ども茶道教室
　10：00 ～ 中公

◦人権教室
　10：00 ～寺野
　13：30 ～寺前
　19：00 ～福本

◦町美術展
　9：00 ～ 16：00
　表彰式

14：00 ～
神公

◦古文書教室
　（初級）

館外研修

◦成人ゼミナール
　13：30 ～ 神公

◦各幼・小
　　　　運動会

◦人権教室
　13：30 ～比延

◦国民健康保険
　税第2期
　介護保険料第
　2期納期限

◦人権教室
　13：30 ～中村

◦4歳児相談
　13：30 ～ 神支

◦あじさい学級
　教養 10：00 ～
　趣味 13：00 ～
　	 	 　神公
◦英会話教室
　19：30 ～ 中公
◦年金出張相談
　10：00 ～ 15：00

　中公

◦栄養相談
　9：00 ～ 神支

◦幼・小・中
　2学期始業式

◦町ぐるみ健診
　8：30 ～ 神支

◦人権教室
　10：00 ～鍜治
　13：30 ～

高朝田
　19：30 ～

根宇野

◦もぐもぐ教室
　13：30 ～ 神支

◦町ぐるみ健診
　8：30 ～ 神支

◦あやめ・あじ
　さい学級合同
　館外研修

 

◦町ぐるみ健診
　8：30 ～ 神支

◦チャレンジ	ザ・
　体力測定
　19：00 ～

寺前小体育館

◦人権教室
　19：30 ～猪篠

◦健康福祉
　なんでも相談
　9：00 ～ 神支

　　　役場本庁舎
　　　神崎支庁舎
　　　中央公民館
　　　神崎公民館
　　　大河内保健福祉センター
　　　グリンデルホール

　　　きらきら館
　　　はにおか運動公園
　　　温水プール
　　　カーミンの観光案内所
　　　町民グラウンド
　　　神崎総合病院

神支

神公

総病

中公
カ

保セ 町グ

プ
は
き

グ

本

14

◦人権教室
　9：30 ～作畑
　13：30 ～杉

◦パソコン教室
　（初級）
　10：00 ～ 中公

◦町ぐるみ健診
　8：30 ～ 神支

◦町ぐるみ健診
　8：30 ～ 神支

◦あやめ学級
　教養 10：20 ～
　趣味 13：00 ～
　	 	 　中公

◦町ぐるみ健診
　8：30 ～ 神支

◦心配ごと相談
　13：00 ～
　要予約（町社協へ）

敬老の日

秋分の日


